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　８月２５（日）～ ２８日（水）の３泊４日の日程で行わ

れた「ジュニア登山教室ｉｎ立山」は今回で １０ 回目を

迎えた。

　今回は小学生 １１ 名、中学生１名、日山協スタッフ５

名、富山からのスタッフ４名に加えて補助スタッフと

して神奈川県の藤沢翔陵高校の３年生山岳部員３名、

計 ２３ 名が参加した。

　２５日、新宿モード学園ビル前を７：３０にバスは出発。

１４：３０ に国立立山少年自然の家に到着し、開講式とオ

リエンテーション。その後 １５：００ 過ぎから自然の家近

くの来拝山（８９９．９ｍ）に足慣らしを兼ねて２時間ほど

かけて登った。足慣らしとはいっても結構な急登、滑り

やすい箇所もあり本番の立山より厳しい登山だったか

もしれない。しかし子どもたちはみんな元気で、１時間

ほどで着いた山頂ではクワガタムシやバッタを捕まえ

ていた。山頂からは雲の切れ間に立山連峰が見えてい

た。

　２６日、朝の集いに参加。朝食後、バスで立山カルデ

ラ砂防博物館に移動。ここで館長の飯田先生から立山

についてのお話を聞く。立山は「上昇する・氷の・水

の・熱の」という４つの要素を持った山ということを

学習した。３Ｄ映画を見て、学芸員の方に立山に生息

する生き物に関するお話を聞いた後、展示室を見学し

た。充実した時間であった。昆虫に詳しい小学校２年

生の子が学芸員の方に熱心に質問をしていたのが印象

に残った。

　午前中いっぱいを博物館で過ごした後は国立登山

研修所に行き、食堂で「ピステ」のマスターが作って

くれたおいしいカレーライスを食べた。１３：００ より研

修所の体育館でスポーツクライミング体験。クライミ

ングジム「ゲッコー」のスタッフの指導で約２時間、５

つの壁をトップロープでかわるがわる登った。その後

自然の家に戻り「家へのたより」を書いた。みんなしっ

かりした字で書けていた。字だけでなくクワガタの絵

を描いている子もいた。この手紙は富山岳連の佐伯さ

んが室堂の郵便局でスタンプを押して送ってくださっ

た。いい立山土産になるだろう。この日は一日中すっき

りとした抜けるような青空であった。晩のフリーセッ

ションで翌日の登山の持ち物などを確認して２１：３０に

就寝。

　２７ 日、高曇りではあるが夕方までは天気は持ちそ

うだ。今日は雄山コースと浄土山コースの２つに分か

れて登山をする。６：３０ の朝食後、ます寿司の入った

弁当を持ち早々にバスに乗り込む。立山黒部アルペン

ルートで室堂に上がっていく。車窓から美女平の巨大

な立山杉を眺め、弥陀ヶ原の七曲がりを経て室堂に到

着。支度をして全体写真を撮り９：２３に出発。雄山コー

スは小中学生８名、高校生３名、原さん、谷口に加えて、

富山岳連の黒崎さんと登山研修所元所長の宮﨑さんが

同行してくださった。浄土山コースは小学生４名に滝

内さん、宇津さん、富山からは菅田さんが一緒に歩い

てくださる。

　雄山コースは一ノ越まで約１時間、そこから休憩を
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入れて１時間 ２０ 分ほどの１１：５３に雄山山頂に到着。そ

こでランチタイム。後立山の山々や槍ヶ岳が見えた。

眼下にはミクリガ池の絶景。中高生の４名はそこから

大汝山まで足を伸ばした。大汝山からは黒四ダムも見

下ろせた。記念写真を撮って引き返し、一ノ越で先に

下山していた小学生チームに追いつき１４：４０ 室堂に

戻った。

　浄土山コースも同じ時間に室堂を出発。岩だらけの

急登を、息を切らしながら登り、１１：４０ に浄土山南峰

山頂に到着した。ここは立山三山の一つ。後ろに雄山

を、眼下に立山カルデラを望みながら昼食を摂った。

記念写真を撮り１２：２０ に出発。一ノ越を経由し室堂に

向かう途中１３：４０ に雷鳥の子供八羽と出会う。その後

山容が綺麗に川面に映し出されるミドリガ池、ミクリ

ガ池を通り無事室堂に到着。１４：５０。

　１５：１０ バスに乗車しアルペンルートを下る。真砂岳

や別山、剱御前の奥に剱岳の雄姿が見えた。高校生た

ちが「登りたいなぁ。」と口々に。是非登ってもらいた

いものだ。「あれが鍬崎山、あれが薬師岳。」菅田さんの

説明を受け地図を開く。バスは弥陀ヶ原を下っていく。

美女平を過ぎたあたりから時折小雨がぱらつきだし

た。１６：４０ 少年自然の家に到着。入浴、夕食後 １９：３０

からプレイルームでお楽しみ会。３つの班にそれぞれ

高校生が１名ずつ加わって、伝言ゲーム・風船蹴まり・

ペットボトルボーリングでチームワークを競い楽しん

だ。どれも工夫されていておもしろかった。体と五感

を使って遊ぶのが一番。その後、本日の登山の振り返

りをして就寝。

　２８日最終日。朝食後全体の振り返りと閉講式を行っ

た。「今はこうして自然の家に泊まって、ごはんを作っ

てもらって山に登ったが、高校生になったらテント担

いで、当然自炊でたくさんの山に登ってもらいたい。

いっぱい経験を積んで、今回ベースでサポートをして

くださった佐伯さんのようにヒマラヤの ８０００ ｍ峰にも

行けたらいいね。それとここへ来させてくれた家族に

感謝ですね。」こんな挨拶をした。

　少年自然の家を後にして、外はにわか雨になってい

たが、最後の見学地称名滝に行った。雨も降っていた

が、いやいや滝はものすごい水量で展望台へ渡る橋

でしぶきを浴び全身びしょびしょに。上では結構雨が

降ったのかもしれない。とにかく大迫力だった。みん

なびしょびしょでバスに戻り着替えをしてから立山駅

に向かった。ここで石川県から参加の女の子とお別れ

をして、バスは一路東京へ。ちょうど１９：００に新宿着。

家族の出迎えを受け、無事に ２０１９ 年度の「ジュニア登

山教室 in 立山」は終了した。

　１０ 回目は一つの節目。この登山教室に限らず、各岳

連で実施している「少年少女登山教室」もこれからどの

ような形で運営していくか。それから子どもたちが山

と出会い、山の楽しさを知り、将来自立した登山者にな

るには何をしたらよいのか。登山普及委員会の今後の

課題としたい。 （記　谷口浩平）

　大会は７月１６日、１７日の２日間というタイトなスケ

ジュールで進められた。

　１日目はＢ２男子、Ｂ３男子、ＡＬ２男子、ＡＵ１男

子、ＲＰ３男子女子の予選２本と決勝が行われた。

　午前午後に行われた予選２本の成績で、Ｂ２男子の

會田祥選手が予選１位、濱ノ上文哉選手が予選４位。

初出場のＢ３男子江尻元洋選手が予選４位に食い込み

決勝進出を果たした。

　ＲＰ３女子の吉田藍香選手は予選１位、吉田桃子選

手が予選２位で計５名の選手がそれぞれ決勝へ進ん

だ。Ｂ３男子蓑和田一洋選手、同星野隼人選手、ＡＵ１

男子の大沼和彦選手とＲＰ３男子高野正選手は惜しく

も決勝進出を逃す。また、ＡＬ２男子の結城周平選手

と平野草原選手は初参加。結城選手は健闘しあともう

少しのところで決勝進出を逃す。ＡＬ２クラスは海外

選手のレベルが大変高く、入賞するには相当のレベル

アップが必要であると感じた。

　２０ 時から始まった決勝は、Ｂ２男子會田選手がＴＯ

IFSCパラクライミング世界選手権2019
フランス・ブリアンソン大会

　６回目を迎えたパラクライミング世界選手権大会

は、当初東京都八王子市で行われるクライミング世界

選手権大会と同時開催の予定であった。しかし、３月

末のＩＦＳＣ総会で諸般の理由により分離開催となっ

た。そのため世界中のパラクライマーからは落胆の声

が上がった。参加者数がどれだけになるか気になった

が、ふたを開けてみると２００ 名を超える過去最多のパ

ラクライマーがフランスのブリアンソンに集まった。

　日本パラクライミング協会も地元開催を想定し代表

メンバーを選定していた。視覚障害部門Ｂ１男子１名、

Ｂ２男子２名、Ｂ２女子２名、Ｂ３男子３名、欠損部門

ＡＬ１男子２名、ＡＬ２男子２名、ＡＵ１男子１名、神

経障害部門ＲＰ３男子１名、ＲＰ３女子２名、計 １６ 名

の過去最多の選手を急遽フランス・ブリアンソンに派

遣した。
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Ｐの一手下でタイム切れとなるものの、２位以下の選

手の高度をはるかに上回り優勝。會田選手は通算４回

目の優勝を果たした。

　Ｂ３男子の江尻選手は、予選４位から逆転で３位に

食い込みメダルを獲得。ナビゲーターの宮本容幸コー

チと熱い握手を交わした。

　ＲＰ３女子の吉田藍香選手は安定した登りでＴＯＰ

下まで迫り前回大会に引き続き優勝を果たした。同吉

田桃子選手は前回に引き続き吉田藍香選手の到達高度

には及ばず２位となった。

　決勝が終わり、メダルセレモニーが行われ、日本チー

ムは金２、銀１、銅１のメダルを獲得。１日目で昨年の

メダルと同数を獲得することが出来た。

　大会２日目、４連覇のかかるＢ１男子小林幸一郎選

手が出場した。その他にもＢ２女子、ＡＬ１男子の各試

合が行われた。

　Ｂ１男子小林選手は風邪気味で体調不良であったが

予選１本目を余裕のＴＯＰ、２本目も最高到達点を記

録し貫禄の予選１位通過を果たした。

　Ｂ２女子は江尻弓選手が予選２位、青木宏美選手が

予選４位。青木選手は念願の決勝進出を果たす。

　ＡＬ１の大内秀之選手はカテゴリーが成立している

がＲＰ１とマージされ不利な状況で戦った。総合成績

で１３ 位となり決勝進出は果たせなかったが、ＡＬ１で

は２位に食い込み銀メダルを獲得した。

　午後８時から行われた決勝では、Ｂ２女子江尻選手

は中間部の急傾斜部分を粘り２位の高度を確保し、前

回大会４位の悔しさを晴らした。青木選手は急傾斜で

力を使い果たし惜しくも予選と同じ４位でメダルを逃

した。

　Ｂ１男子の小林選手は、決勝に進んだスペイン・ロ

シアの選手の追い上げが気になったが、ナビゲーター

の鈴木直也コーチとの息の合ったコンビで最高高度に

達し、４連覇を達成した。

　メダルセレモニーでは昨日に引き続いて日の丸が中

央に上がり、君が代が会場に響き渡った。

　今回、金３、銀３、銅１と計７個のメダルを獲得する

ことが出来た。クライマーだけでなくパラクライマー

も日本のレベルの高さを世界に証明することが出来

た。しかし、世界のレベルも確実に上がってきている。

また、若い選手も大勢出場し、世代交代も起きている。

日本チームも今回の成績に満足することなく選手を発

掘しレベルアップを目指していかなければならない。

またパラリンピックでのクライミング競技の導入時に

慌てることなく世界レベルの選手を育成していかなく

てはならないと思う。

　最後に、選手登録・大会登録にご協力していただい

たＪＭＳＣＡ事務局様、支援を申し出てくださった全

国の多くの方々に感謝いたします。ありがとうござい

ました。

（日本パラクライミング協会会長　佐藤　建）

RP3女子表彰式

B2男子會田選手表彰式

B1男子小林選手
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第 130 回 Mountain World

リンク・サール 7041ｍ  ついに初登頂

池田常道

　中部カラコルム、マッシャブルムやチョゴリザの南

にフーシェ谷とコンダス谷を分かつ山稜がある。Ｋ

７、Ｋ６など峻険なピークを連ね、その間にある ７０４１

ｍ峰がリンク・サールと呼ばれている。リンク（Link）

はドイツ語で「左」を意味するが、これは、１９７０ 年に南

側のナンマー谷からＫ６（７２８１ ｍ）に初登頂したオー

ストリア隊（ÖＡＶ学士山岳会ウィーン支部）のエドゥ

アルト・コプルミューラー隊長が命名したものだ。た

だし彼らは、南からＫ６を見たときＫ６西峰（７０４０ ｍ）

を「Link Sar 左の峰」と呼んだだけで、現在のリンク・

サールは当時、ノクソンのスケッチマップでは無名峰

７０４０ ｍでしかなかった。

　こちらは １９６４ 年ドイツ隊（ＤＡＶベルリン支部）が

ウルリヒ・ロロフ隊長の下に試登したが、彼らはＫ６

を目ざしてこの山の ６３００ ｍ付近まで達して敗退した。

標高の似ているこの両峰は混同されて、その後の文献

やネット情報では、Ｋ７とＫ６を結ぶ（Link）位置に

ある山だからと誤った解釈も流布されてきた。Ｋ６西

峰をリンク・サールと呼ぶ例は消え、無名だった ７０４１

ｍ峰にその名が充てられるようになって久しい。

　カラコルムで未踏の ７０００ ｍ峰と言えば、その後の登

山隊が注目して当然だった。６４ 年ドイツ隊から １５ 年

ぶりに ７０４１ ｍ峰（現在のリンク・サール）に挑戦した

のは、７９ 年の立正大学隊で、後藤喜久夫隊長ら７人が

コンダス側から東壁（現在の南東壁）に取付いて ６０５０

ｍまで達した。Ｋ７（６９３４ ｍ）には ７６ 年福岡ＧＣＣ同

人隊（成末洋介隊長）がカベリ氷河から北面、７７ 年亜

細亜大学隊（石川佑隊長）がチャラクサ氷河から南面

を試みたがいずれも敗退、８４ 年に東京大学隊（永田東

一郎隊長）が南西稜から初登頂した。

　のちにアメリカ山岳会会長となるスティーブ・ス

ウェンソンは、ジョージ・ロウら５人を誘って、２００１

年に東壁を試みたが敗退。その後何度も申請を繰り返

したが、印パ暫定国境に近いコンダス側は開放されな

かった。一方、西側のチャラクサ氷河は入山可能だっ

たので、２００４ 年にスティーブ・ハウスやスロヴェニア

のマルコ・プレゼリを招き６人で遠征。カプラ・ピー

ク（６５５４ｍ）に初登頂したほか、ハウスがＫ７の新ルー

トをソロし、ナンガ・パルバット南壁を試登、スウェ

ンソンはマゼノ山稜を縦走し、初めてマゼノ・ギャッ

プに到達したものの、頂上は ７３００ ｍで断念した。

　この間、チャラクサ側からリンク・サールに挑んだ

のは英国のジョナサン・グリフィスで、２０１２ 年の試登

に始まって４年連続、さまざまなパートナーと北西壁

からリンク・サールを狙った。２０１４ 年にはケヴィン・

マホニー（米）と壁を登り切ったが、飛び出した稜線

は、続行不可能なほど悪いリッジだった。彼は翌年、

２年前に行を共にしたアンディ・ハウスマンと北西壁

を完登、頂稜を進んで西峰（６９３８ ｍ）に立ったが、主峰

までまだ１ｋｍの距離を残した。

　スウェンソンは、出番が回ってくる前の ２０１５ 年に

近くのチャンギ・タワー（６５００ ｍ）に登ってリンク・

サール南東壁を観察し、ルートへの確信を深めた。

　ようやく許可を得たスウェンソンはすでに６５歳。同

じくＡＡＣ会長経験者のマーク・リチー（６１）を誘い、

グレアム・ジマーマン（３３）とクリス・ライト（３６）を

加えた４人で６月 １０ 日、カベリ氷河の ３６００ ｍ地点に

ＢＣを置き、１１００ ｍに及ぶ下部岩壁の取付きにＡＢＣ

を出した。冬季の大雪で雪崩の危険が高い雪の状態が

落ち着くまで待ってから７月 ３１ 日に攻撃を開始、７９

年立正大隊のやや右手から取付いて、８月４日に ６７００

ｍまで達した。翌日、頂上直下までライトがリード、

最後は、ペルーアンデスなどで不安定な雪壁の経験を

積んできたリチーのリードで締めくくった。

リンク・サール南東壁　アメリカ隊の登攀ルートとビバー
ク地を示す　www.mountaineers org/blog/



−指導委員会時代−

　本稿においては、既に日本体育協会（日体協）は日本

スポーツ協会に、日本山岳協会（日山協）は日本山岳・

スポーツクライミング協会に各々名称変更している

が、当時の名称をそのまま使用する。

 「おい、小野寺、お前日山協の指導委員になれ」、突然

に電話があり訳も分からずハイ、と言ってしまった。

これが一本釣りというものと分かったのはだいぶ後に

なってからである。１種指導員検定を受検後、公式合

格発表前に指導委員会の故本多昭一さんからであっ

た。

　日山協の指導員制度は日山協設立後の１９６０ 年代に始

まる。１９６１、６２ 年に規程も作成された。１種指導員、２

種指導員である。共に日山協公認指導員となるわけで

あるが、１種は２種合格後３年以上経ってから論文形

式で日山協が直接検定を行う。２種は現場に即して主

に実技検定が中心であり、登山知識検定がそれに加わ

る。都道府県の山岳連盟（協会）に委嘱して検定する。

その後地区（地域）指導員も追加されたようだ。これは

１種や２種とは別のカテゴリーでその地方特有の山に

関する指導を行うものである、と聞いたことがあるが、

詳細はわからない。ただ、２種受検の１段階前の資格

に徐々になっていったようである。

　私自身は１９８１ 年から８２ 年にかけて都岳連で２種指

導員合格になり都岳連では指導委員会委員になった。

その後に１種受検し合格したものである。ただ日山協

においては最初の１、２年は主だった活動はしていな

い。当時の指導委員会には錚々たる方々がおり、年齢

的にも経験的にもレベルが違って見えた。都岳連指導

委員会とは違った雰囲気であり、さらに当初はそれほ

ど日山協指導委員会で行っている内容にも興味をもて

なかったのも事実であった。徐々にではあるが研修会、

地方に出かけての登攀研修会や富士山の雪上研修会に

も出席するようになり、技術的な事にも興味を覚えて

きた。

　研修会・講習会の後では、一番若いという事で月報

用の報告書は常に書いていた。指導委員会は技術的な

事に対しては真摯に取り組んでおり、私自身仕事も技

術畑であったせいか、その理論などには興味を持って

勉強したものである。当然そのことを研修会で受講生

に伝えることもあり、真剣に取り組んだものである。身

をもって教えて頂いた先輩には、ソフトな感じの増子

春雄さん、今は亡き松永敏郎さん、最初はハードな印

象を受けたが、私が委員長になって暫くしてからはソ

フトになっていった。独特な雰囲気で山の職人ともい

える堀江栄次さん、明るくまじめな大曾根弘さん、語り

口に特徴がある盛晋さんなどがいた。私より後に入っ

てきた萬場健さんは神奈川の血を全うに受け継いでい

る人であった。増子さん推薦で（当時の文部省）登山研

修所講師になることもできた。萬場さんは後に指導員

の規程集を作るときには積極的に動いてくれた人であ

る。

　この時代は技術的には、制動確保においてはボディ

か器具かで意見が別れ、今はほとんど器具と思われる

が制動感覚を身に着けるボディのよさも必要とのこと

で日山協や登山研修所では長い間ボディ中心の技術で

あったかと思う。それは器具を否定するのではなく、器

具においても制動技術は必要であり、器具に便り過ぎ

るあまり制動をしないケースが見られ、体で制動とは

どのようなものか身をもって知ることが必要だとの考

えからだったと思う。以上は隔時登攀の時の場合であ

るが、同時登攀においては、大阪方式ともＯＳＭ（Ｏｓ

ａｋａ Ｓｈｏｕｌｄｅｒ Ｍｅｔｈｏｄ）ともいわれる

技術を編み出した松本憲親さんにも触れておきたい。

松本さんとは日山協研修会でご一緒したことはない。

ただ、当時は日山協の研修会で大阪方式の研修も行っ

ており、批評などを登山月報に書いたりするとその後

に登山研修所の同じ研修会でご一緒するとあの文につ

いての意味は何か、などよく言われたものである。研

究熱心でいつもいろいろと試していて印象に残る人で

あった。

　１９９２ 年だったと思う。私の海外遠征（ダウラギリⅠ

峰）の翌年である。鳥取の松尾健司さんからお話があっ

た。日山協でも各岳連でも教えている技術はほぼ同じ、

～創立60周年に向けて～ ⒃

常務理事・事務局長　小野寺　斉

新連載

『日山協と私』

積雪期講習会（富士山佐藤小屋）
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登攀研修会（神奈川山岳スポーツセンター）
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しかし岳連内の指導員が教えても興味を持ってくれな

い。そこで中央からという事で技術の講習に来てほし

い、日山協を通すのではなく小野寺個人に直接依頼す

るので是非協力してほしいとのことであった。一も二

もなくお引き受けした。毎年２月頃であったかと思う

が数年間続いた。鳥取には大山がある。地勢学的には

海に近く天候が不安定な場所ではあるが、研修の場と

しては降雪もありもってこいの場所である。お陰様で

冬の北壁も登らせて頂いた。この講習を聞きつけた方

があり、もっと発展拡充させようという事で西日本を

対象にした遭対研修に移行していった。これには一時

曲折があったが、それでもこれも数年間続いたと思う。

形を変えてこの大山の講習は続いており、大事にして

いきたいものである。

　指導委員会と言えば登山技術もさることながら指導

員制度とは切っても切り離せない縁がある。前述の様

に日山協のみの制度は１９６０ 年代に始まった。それは時

代背景として悲惨な遭難が相次ぎ、それらを防ぐため

にしっかりした技術を登山者に習得してもらうという

ことでの事だった。同時期に（当時の文部省）登山研修

所も開設されている。

　次代は下って １９７０ 年代後半であろうか体協でも指

導者制度が開始された。これはその後１０ 年を経て文部

科学大臣認定（その後、社会体育指導者制度）に連なる

もので、体協の加盟団体に呼び掛けて加盟団体共通の

共通科目と加盟団体ごとの専門科目に分かれている。

１９８８ 年～ ８９ 年ころには全ての体協加盟団体の指導員

制度がＡ，Ｂ，Ｃ級の教師、競技力向上コーチ、そして

地域スポーツ指導員に移行となるのであるが、この時

期は日山協はまだコーチ、上級コーチの中で上級コー

チのみを採用し、当然共通科目は必須、専門科目とし

て別途研修会を設けていた。私は１９８６ 年に上級コーチ

になっている。その時点では１種、２種も同居したまま

であった。体協指導者の方は１種の方が数多く受検し

ていた。新規の２種の受講者は目減りしていた。都岳

連の２種検定は私が担当していたが、毎年減少の一途

を辿り、かつてのレベルを維持できなくなっていたの

も事実である。この１９８０ 年代後半の体協の資格につい

ては、その数年前から各加盟団体とその資格の移行に

ついて細かい打ち合わせがもたれていたようである。

私はそれには直接的には関わっていない。

　都岳連でも移行前の最後の２種検定と称して募集し

たら４０ 人以上集まり、これにはびっくりしたものであ

る。遭対委員の川原崇さんや西原正さんなども積極的

に後押ししてくれたことを覚えている。日山協で最後

の１種検定を行い不合格だった方には補修を行ったこ

とを覚えている。

　結果として地区指導員は地域スポーツ指導者Ｃ級指

導員、２種はＢ級、１種はＡ級となり、上級コーチのう

ち、１８ 人が競技力向上指導者Ａ級コーチ、その他がＢ

級コーチとなった。私は運よくＡ級コーチとなった。特

に地域スポーツ指導者はそれぞれ共通科目を受けなく

てはいけない。日山協はアンケートをとって移行希望

者を募り、希望しない人は数年で指導員資格が無くな

るとの通知を出した。移行の場合共通科目は移行講習

として時間的にも優遇されるが、とにかく共通科目を

受ける事自体、決められた時間数の講習会に出席でき

ない人もいることになってしまったことも事実である。

履修時間数の多さに敬遠した方も多かった。内容的に

は共通科目には運動生理学、心理学などの科目があり、

今でこそこの分野は登山にも必要と考えられているが

当時は山ヤにそんなものは必要ないとの声も多く聞か

れたものである。本来の遭難防止の意義と社会体育、

そして履修時間、このあたりが分かれ目となり指導者

資格取得者は大分減った。この時期の日山協会長は斎

藤一男さんだったと思う。何かの時に登山は技術ばか

りではないよ、と暗に言ってくれた言葉は今でも覚え

ている。

　ここで、競技力向上指導者について少しだけふれて

おきたい。講習時間数が格段に多く、当時競技として

スポーツクライミング（ＳＣ）は今ほど盛んではなく、

山岳分野で必要か、との議論もあった。将来的な事を

考えてこの制度を採用したわけであるが、Ａ級コーチ

の共通カリキュラムを見て山岳感覚で考えて国際的な

ディベートなどの科目があり、なるほどと感心したも

のである。ところが昨今はそれどころではなく、日体協

のカリキュラムだけでは足りないようでＪＯＣ（日本

オリンピック委員会）の講習会、さらにＪＳＣ（日本ス

ポーツ振興センター）の戦略プラン等、世界のトップク

ラスを目指す指導者への要求レベルは遥かに高くなっ



ている。それら共通科目に付け加えて専門科目のレベ

ルも、例えば修士課程レベルに匹敵する内容等時代に

即した医科学的な視点を多く取り入れていかなくては

いけないと思う。本稿の主題にそぐわないので詳細は

省くが指導委員会が普及とトップの指導者の養成を並

行して行うのか、今後議論する価値は十分にあると思

われる。

　１９９０ 年代の半ばに指導委員長をという話もあった

が、エベレスト遠征への準備もあり、その間は他の方

が担ってくれた。実際に常務理事・委員長に成ったの

は１９９８ 年度からであり、２００５ 年度まで８年間続いた。

当時の都岳連会長の山本久子さんの強い推薦があった

ことも確かである。私は都岳連傘下の昭和山岳会に属

しているが同会の小松崎栄太郎さん、酒井國光さんに

続いて３人目の委員長に成った。就任当時の年齢は ４８

歳になる歳であり、委員会内で最年少だったかも知れ

ない。年間行事として前述の研修会があるのだが、全

国にも同年代の仲間がおり多くの人に協力してもらっ

た。徳島の原秀樹さん　高知の清岡謙一さん、徳島の

十河利雄さんなどには毎回参加いただいた。清岡さん

には高知に呼んでいただき技術研修を行ったが、プラ

イベートな登山でも彼やその仲間と偶然一緒になった

りしたものである。やや年上ではあるが、岩手の藤原

利男さんにも研修会に呼んでいただいたりしたもので

ある。また、大先輩として今は亡き北海道の鎌田耕治

さんにも委員時代を通して大変お世話になった。北大

でも机上講習会で講師にさせて頂いたことがある。

　さて、指導要綱の作成である。この作成には多くの

時間を費やした。ピーク時にはほぼ毎週皆で集まって

議論しながら作成した。当初の考えからは多少異なっ

たにせよ、ある方針に基づいての構成にしている。出

来上がってしまえば当然ではあるが、多くの批評を頂

いた。一人でではなく皆が関与しての作成である。今

後は簡単には出てこないと思っている。委員会として

も ２０ 年以上経ってからの久々の教程書であり、内容

的にも当時としては価値のあるものであったと今でも

思っている。

　主任検定員制度発足の経緯についても触れておきた

い。ＡＢＣ級の頃の話である。本来Ａ級指導員が一番

上なのでそれ以下のクラスについてはＡ級が検定すれ

ばよい事である。ところが年齢を重ねるとどうしても

体が動かない人が出てくる。やむを得ずということで

あったが、Ｂ級指導員の中からも検定できる指導員を

選任しようという事になった。従って専門科目に関し

てはＡ，Ｂ級指導員資格取得者の中から改めて検定試

験を開催、主任検定員として４年ごとの研修を条件と

しての制度になった。資格を多く作ることは個人的に

は賛成ではないが組織的にはやむない事であった。

　人に対して技術指導することは大変に難しいと思

う。人間的な事はさておき、自分自身も講習会研修会

とは別に登山活動を行っていなくてはならないと思う。

指導委員であった１９８０ 年代から２０００ 年代半ばまでは

幸いにも所属の山岳会でも十分活動できていた。個々

はともかく総じて精神・体力ともにバランスが取れ、

国内では夏冬問わず北アルプス北部南部を中心に足跡

を残す事が出来、研修会等の糧の一つにもなった。雑

誌掲載や著作物もこの時代のものが多い。

 「一の裏は六」の繰り返しではあったが、任期を全うし

えたのはやはり支えてくれた方々のおかげである。私

は前述の様に都岳連出身であるが、日山協との関りで

は都岳連は勿論のこと全国の多くの方々にご交流頂い

た。ありがたいことである。

　誰かの言葉に「人は良いことをしながら悪いことを

し、悪いことをしながら良いことをしている」というの

がある。多分誰にでも当てはまる気がする。思想も信条

も様々な人が近づいたり離れたりしている。皆同じな

のだと思うが、一つの委員会と言いながらも社会の縮

図、密度の濃い縮図を経験させていただいたし、関わっ

て頂いた方々の今後の発展を期待するものである。

全国指導委員長会議（武蔵野市スゥイングビル）
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　イギリスの山岳協会であるＢＭＣ（British Mountain-

eering Council）が 主催するInternational Summer 

Climbing Meet。年に １度、開催時期を夏・冬と人替え

ながら開催される本ミーティングでは、世界各国から

有志のクライマー達が集い、イギリス本場でトラッドク

ライミングを学び、実践し、そして交流しあう。今年は

イギリス・ウェールズ地方での開催となり、１８ケ国２２名

のクライマー達が集った。

〈スケジュール・行動概要〉
５月１２日： 到着日／マンチェスター空港から送迎 。２時

間ほどかけて開催地のウェールズへ。

５月１３日： クライミング。南アフリカのクライマーによ

るプレゼンテーション。

５月１４日： クライミング。クロアチアのクライマーによ

るプレゼンテーション。

５月１５日：クライミング

５月１６日： クライミング。カザフスタンのクライマーに

よるプレゼンテーション。

５月１７日： クライミング。Emma Twyforｄによるプレゼ

ンテーション。

５月１８日：クライミング。セレブレーションパーティー。

５月１９日：帰国日／マンチェ スター空港まで送迎。

　到着日と帰国日以外は、連日、終日 クライミングとい

うスケジュール。イギリスは基本的には気候が不安定

だが、私たちが訪れた１週間に関しては 連日睛れ渡り、 

一日も余すことなくクライミングに出かけることができ

た。一人のゲストに対して一人の現地ホストクライマー

がついて各エリア・ルートをアテンドするという形式で

ある。２日に一度アテンドするホスト クライマーが入れ

替わるので、各ゲストクライマーは期間を通して３名の

ホストクライマーとクライミングを共にすることになっ

た。

　実際に滞在したのは、ＨＵＴ’（Ynys Ettws,llanberis 

Pass, Near Nant Peris, Caerna「rfon,Gwynedd,LL５５ 

4UL,UK）という施設で、ドミトリー形式の山小屋だった。

キッチンやホットシャワーも併設され、長期間快適に過ごす

ことができる。

　毎日７時頃に起床した後、ビュッフェ形式の朝食を摂

り、用意されたランチを持ち、パートナーと車に乗って

出掛ける。エリアやルートはゲスト本人の実力や希望が

最大限尊重される形で決定するので、向かう先がリリス

キーなトラッドばかりに傾くわけではない。夜はＨＵＴ

に戻ったあと、Cabanと呼ばれるレストランで夕食を摂

り、各国のクライマーによるプレゼンテーションを 聞

き、１日が終了する。

〈クライミング〉
　Dinas CromlechやSlate、Gogarthなど、あらゆるエリ

アに訪れた。内陸のショートルートから、海沿いのマル

チピッチまで多種多様な岩場でトラッドクライミングを

する中で、イギリス特有のグレーディングシステムであ

る”Ｅグレー ド＂をおおよそ正しく理解することができ

たと感じる。ここで詳しくは述べないが、ルート全体の

肉体的困難度とリスクが正しく予想できる合理性がＥ

グレードにはある。日本においても（日本だけでなく世

界の多くの場所で）、そのグレーディングシステムは採

用されるべきだし、そうすることでトラッドクライミン

International Summer Climbers Meet 2019報告
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令和元年度前期 海外登山奨励金 選考結果
　日本山岳・スポーツクライミング協会では、海外登山

の振興と技術の普及、向上を目的として、海外登山奨励

金制度を制定し、斬新、独創的で、多大な成果の期待で

きる登山計画に対し、奨励金を交付しています。

　今期（令和元年９月～令和２年２月出発予定の隊）は

４隊の応募があり、厳正な審査の結果、下記の３隊に奨

励金を交付することを決定いたしました。

■ＨＣＣ隊
期　間：２０１９年１０月８日～ ２０２０年２月２８日

隊　員：増本亮、増本さやか

山　域： ヨセミテ・エルキャピタン～パタゴニア・フィッ

ツ・ロイ

内　容： ヨセミテではエルキャピタン南東壁「Freerider」

の日本人女性初と「Salathe Wall」の日本人二

人目を狙う。パタゴニアではフィッツ・ロイ東

壁「Linea deEleganza」、アグハ・デ・スモチャー

ダ、アグハ・デ・ラシージャ、フィッツ・ロイ

の三座をフリークライミングで継続登攀する

「The Wave Effect」を狙う。

評　価： エルキャピタンでの肉体的チャレンジから

フィッツ・ロイでの冒険的チャレンジとなる

ビッグウォールのフリークライミングを評価。

交付額：３０万円

■チームＢ＆Ｓ
期　間：２０１９年１１月１日～ １２月１３日

隊　員：横山勝丘、加藤直之、倉上慶大

山　域： アメリカ・ユタ州、モアブ近郊ミネラルキャニ

オン

内　容： アメリカでも未開拓な上記エリアの岩壁群で

フリークライミングのルート開拓。

評　価： 本場アメリカでも手が付けられていない未開

拓の岩壁群に日本人がルート開拓に挑む意気

込みを評価。

グが正確に評価され、多くのクライマーが無駄に躊躇す

ることなくトライできる機会が増えるだろう。

〈所感・総括〉
　最初のｌ～２日目は、イギリス独特のプロテクション

の取り方やランナウトに少々困惑した。 例えば、ノプや

フレークのような形状のホールドにスリングをかけてプ

ロテクションとしたり、小さなポケットにマイクロナッ

ツをねじ込んでプロテクションとしたりする。それでい

て、何メートルもランナウトしたりする。時には、地上

からかなり離れたファーストプロテクションがそれだっ

たりもする。ヴァリエーションはそう多くはないものの、

いずれにしても「クラックにカミングデパイスをセット

する」という、 日本でよく目 にする光景ではなかった。

　リードは甚本的にダブルロープ方式である。プロテク

ションによってルートが導かれることが多いので、往々

にしてラインどりは蛇行する。また、ロワーダウンでは

なく、リードの後は必ずパートナーはフォローしてクラ

イミングを終える。

　現地のクライマーは、カミングデバイスよりもナッツ

（ワイヤー）を多用する。ナッツは、１ギアあたりの重量

が軽く、たくさん持っていくことができるというメリッ

トがある。他にも、特にヘキセントリッ クなどは複雑な

形状の クラックやポケットにセットすることが可能あ

り、実はカミングデバイスよりも融通が利く。 グラウン

ドアップ、オールナチュラルプロテクションでルートを

トライしていくことに肯定的なイギリスでは、結局のと

ころナッツが最も潰しのきく道具だということになる。

  「何故ボルトを使わないのですか？」という質問に対し

ては、どのクライマーもきっぱりと「倫理観」と答えてく

れた。もう少し具体的に、「イギリスは山が小さいから、

工夫して登ることで冒険性を追求している。」、と答えた

クライマーもいた。いずれにしても初心者でも、もちろ

んベテランでも、各々の実力をよく客観視したうえで、

自分なりのトラッドクライミングを実践している。もち

ろん、イギリス国内のすべてのルートがノンボルトとい

う訳ではない。石灰岩のエリアや、今回私が訪れたslate

の岩場などではボルトが使用され、難しいムーヴの練習

には最適だ。

　多くのクライマーは、ナチュラルプロテクション（時

にはエイドギアも）の特性をよく理解しながら、自分の

力量が潜在的リスクの範疇を超えないように見定めな

がらトラッドクライミングを実践している。時にはス

ポートクライミングで難しいムーヴの練習をしながら、

個々に研鑽を重ねているようだ。

 （記　門野巧昴）
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われ、地元の食品が振舞われた。オープニングでは金

川の森ブラスクインテットによるウェルカム演奏。長

崎知事や衛藤征士郎超党派「山の日」議員連盟会長か

ら主催者挨拶の後、地元の赤池誠章参議院議員が祝辞

を述べ、樋口甲府市長のご発声で乾杯となった。

　歓談中には山梨県ＰＲ動画、こうふ開府 ５００ 年プロ

モーション動画、甲武信ユネスコパークの上映・紹介

があった。アトラクションでは金川の森ブラスクイン

テットによるミニコンサートが行われ、会場は盛り上

がった。

　翌１１日は、甲府市総合市民会館「山の都アリーナ」で

記念式典が行われ、全国から約 ９００ 人が来場した。開会

前には山梨トロンボーン倶楽部のウェルカム演奏とオ

－プニング映像で山梨県及び甲府市の紹介があった。

　地元の「こどもの森みどりの少年少女隊」による「山

鐘（８鐘）」で式典が開始。今大会の顧問でもある衛藤

会長が開会を宣言した後、実行委員会会長の長崎知事

は、山梨県内の山々の魅力と豊かな大地からもたらさ

れる恵みについて語られた。続いて地元の樋口市長が

歓迎の挨拶をし、来賓を代表して原田環境大臣、本郷

林野庁長官が挨拶した。

　メインアトラクションでは、第１景「富士山火焔太

鼓」の和太鼓演奏の中、「山梨の山々」の映像上映があっ

た。続いて第２景では、山梨県や姉妹都市からのメッ

セージが紹介され、こどもの森緑の少年少女隊への苗

木の贈呈があり、式典後、会場の敷地に植樹された。

　第３景では、祝日「山の日」のために作詞作曲された

「山はふるさと」の歌を神部冬馬さんとこどもの森みど

りの少年少女隊が合掌した。

　来年の第５回「山の日」記念全国大会の開催地となる

大分県からは、安東隆副知事、 日野康志九重町長がお

見えになり、リレーセレモニーでは「山の日の帽子」の

引き継ぎが行われた。 （記　尾形好雄）

交付額：２０万円

■単独フリー登攀
期　間：２０１９年１０月中旬～ ２０１９年１１月中旬

隊　員：倉上慶大

山　域： アメリカ・カリフォルニア州、ヨセミテ、エルキャ

ピタン、ハーフドーム

内　容： ハーフドームやエルキャピタンなどのビッグ

ウォールをグランドアップで単独フリー登攀

（ロープソロ）のスタイルでワンプッシュ完登

を目指す。

評　価： ルートのワークも含め、クライミングに纏わる

すべての工程をグランドアップ、かつ単独で行

うという人間の個としての限界に挑戦すること

を評価。

交付金：１０万円

山の日・ＹＡＭＡＮＡＳＨＩ
第４回「山の日」記念全国大会２０１９

　８月１１日に第４ 回「山の日」記念全国大会 ２０１９（同

大会実行委員会主催）の記念式典とトークセッション

が、原田義昭環境大臣、本郷浩二林野庁長官をはじめ

長崎幸太郎山梨県知事、樋口雄一甲府市長など県内外

の行政・山岳関係者らが出席し、開府 ５００ 年の節目を

迎えた甲府市で開催された。

　前日には甲府市のホテルでレセプションが盛大に行
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ＪＭＳＣＡ／ＦＦＭＥの覚書締結

　日仏のＮＦ／クライマーの交流の歴史は既に長期に及

ぶ中、この度ＪＭＳＣＡとＦＦＭＥ（Federation Francaise 

de la Montagne et de l Escalade）はスポーツクライミン

グの更なる発展のために相互協力を行うことを目的に、去

る８月１５日（木）に覚書に調印した。

　相互協力の内容は、以下の通り。

◦ スポーツクライミングのみならずスポーツ全体の発

展を目指す。

◦ ＮＦ役員、ジャッジ及びセッター、コーチや選手の意

見交換の場を設定。

◦ 代表チームの合同合宿

◦ 両ＮＦ主催大会への相互参加（ジャッジ及びセッ

ター、選手）

　この覚書締結に対してＩＦＳＣからは、「ＩＦＳＣと

してもこのような覚書締結は喜ばしい。両ＮＦの活動

が両国選手の活躍以上の成果をもたらすことを期待し

ている。これまでの交流の歴史もさることながら、東京

２０２０ オリンピックの経験をパリ大会に繋ぐという重要

な架け橋の一助にもなり、オリンピックの成功に寄与

することと期待する。」とのコメントが寄せられた。

2019年度「上月スポーツ選手支援事業」認定式
　９月４日（水）、ザ・リッツ・カールトン東京に於いて、

２０１９年度「第１８回上月スポーツ支援事業」認定式と「上

月スポーツ賞」表彰式が開催された。

　１８ 回目を迎えたこのスポーツ支援事業は、日本を

代表し、将来が期待されるスポーツ選手・指導者に対

して競技能力の向上を図り、スポーツ活動に打ち込め

る環境を整えるための支援事業で、認定選手には年

額 ６０ 万円の助成金が１年間交付される。今年度は、ス

ポーツクライミングなど１４ 競技から、優れた素質を持

つ７８ 名が支援対象者として認定された。

　スポーツクライミングの認定者は、川又玲瑛（栃木

県立宇都宮南高等学校１年）、谷井菜月（橿原学院高等

学校１年）、西田秀聖（天理高等学校２年）の３名。

ネパール航空が就航
　ネパールの国営航空、ネパール航空が、関西空港～

カトマンズ路線を２０１９ 年８月２９日から開設した。

　日本からカトマンズへの路線は、２００７ 年以来の再開

で、週３便就航する。

　２０２０ 年は「ネパール観光年」。この就航を観光客

２００ 万人を目指す追い風にしたいとのこと。

　ネパール政府観光局は、この就航を記念して９月

２日に都内ホテルで「Nepal Destination Promotion 

Program」に合わせて記念セミナー及びカクテルディ

ナーパーティを開催した。

安全登山サテライトセミナー（福岡）
　このセミナーでは、安全な登山を基礎から学ぶこと

ができます。「登山経験は少ないが高校山岳部の顧問に

なられた方」「独学で登山をされている方」「トレランを

しているが登山についてよく知らない方」など、登山初

級者の方にも参加していただける内容です。参加費は

無料です。

期　日　１１月１６日（土）～ １７日（日）

会　場　九州大学伊都キャンパス

　　　　（椎木講堂・第２講義室）

内 　容　・事例から学ぶ山の医学～怪我への対応と低

体温症（大城和恵）・安全登山の仕組みとプラニング

（北村憲彦）・登山中にトラブルを起こさないための

身体知識とトレーニング方法（山本正嘉）・登山にお

ける積雪と雪崩の基礎知識（飯田肇）・気象遭難を防

ぐための天気図の見方（猪熊隆之）・山は素敵な〇〇

出会いの場（村越真）

申込み　 https://www.jpnspot.go.jp/tozanken/syusai/

tabid/171/Default.aspx）

挨拶するプラチバ・ラナ駐日ネパール大使
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日　時 令和元年８月１日㈭  １４ 時～ １８ 時
場　所　Japan Sport Olympic Square 
    ３階 １０ 号会議室
出席者　八木原会長、亀山、平山、丸各副

会長、尾形専務理事、小野寺、水島、合
田各常務理事、相良、蛭田、村岡、村上、
水村、山口、六角、唐木、安藤、古賀、山
本、古林各理事、中畠、古屋各監事

欠席者　小日向・前田・町田各理事
　監事を除き上記 ２３ 名中 ２０ 名出席。以上、

会議は成立。（定足数 １２ 名）
　定款第 ３２ 条に則り会長が議長を務め、

議事録署名人を定款第 ３４ 条に則て会長・
監事にお願いして議事に入った。

　（議事に入る前に合田常務理事から世
界選手権派遣選手について状況報告が
あった。）

１．議　題
◦ 議案第１号　第３回理事会議事録の承認

について（事前送付済）
　異議なく承認された。
◦ 議案第２号　第１次補正予算について
　資料に基づいてＩＦＳＣ世界選手権

２０１９ 八王子の補正予算について提案が
あった。

　助成金交付内示額の減額とチケット販売
の修正による収入減。安全上からの指摘
による大会施設費や演出費の増大によ
る支出増が説明された。

　また、ボルダリングユース、コンバイン
ド大会の途中収支は既に赤字になって
いることも報告された。

　結局、議場では議論が尽きず、以下の考
えについて採決を行った。

　「各岳連に対する説明や役員責任の事を
考えると、プロセスは重要であり、再度
支出減と収入増に努力し、臨時理事会を
開いて正式決定すべきである。」

　賛成は １４ 名、反対４名で可決された。
（２０ 名出席中、会長公用にて途中退出及
び議長を除き計 １８ 名）

　８月９日㈮ １３ 時～臨時理事会を開催す

③リードＷＣ印西大会（１０ 月 ２６ 日、２７ 日）
④ジャパンツアー
イ）各業務担当委員報告
①救護担当（中島委員）
　コンバインドジャパンカップ（西条）
　スピードで擦過傷　ボルダリングで手首

捻挫、アイシング処置。立地の関係で、
熱中症の危険があった。

②学術担当（代、六角委員長）
　場所：東京（詳細未定）、期日：１１ 月頃
　内容（予定）：スポーツ障害について（六

角委員）、皮膚ケアについて（大森委員）、
救急関連（山本専門委員）、コンディショ
ニング関連（トレーナー）を予定。

③強化関連
　ＢＭＩ関連報告（六角委員長）
　計測の拒否例あり。・拒否に対する対応

ついては、理事会にて検討予定。
ウ）２０２０ 年オリンピック関連
①ＴＶ会議（中島委員、樋口委員）
　樋口委員が理学療法サービスコーディ

ネーターから大会開催中は、Venue Chief 
Physical therapist （ＶＣＰ），Athlete Care 
Coordinatoｒ（ＡＣＣ）の兼任となる。

エ）そのほか
　今後テレビ会議を導入予定。運営ルール

を決めていく（樋口委員）。
２−２  共済委員会
　７月 ２４ 日㈬　出席者６名
ア）令和元年度加入状況について
　６月までの加入者：４８，７１３ 人（前年比１，

３３８ 人減）７月 １５ 日現在では、５０，１６５ 人
イ）加入促進対策について
◦ チラシ配布（３万枚）
◦ 毎日旅行社『世界の山・日本の山』への

広告出稿と栞混載（１５，９００ 部）
◦ 各岳連へ共済会委員の選任依頼について
ウ）令和２年度山岳共済会栞内容について
エ）山岳共済会新規事業について
◦ 減遭難啓発事業―音声入りアニメ動画制

作（サン・アド）の進捗状況報告
オ）保険料改定に伴う商品ラインナップに

ついて
◦  ２０１９ 年 １０ 月１日から「団体総合生活補

償保険」の補償内容と保険料率が改定
　「標準型」から「ＭＳ＆ＡＤ型」への切替

（職種級別がなくなる）や死亡保険金の
調整などで、保険料を約 １０％程度の値上
げに抑える商品ライナップ案を承認。

◦ 国内旅行傷害保険の業務効率化に伴う契
約・特約規程の改定について

３．会務・役員派遣等
　（７月 １３ 日～７月 ３１ 日）
⑴安全登山サテライトセミナー 
　７月 １３ 日㈯～ １４ 日㈰　於：大津市民会

館　古賀・前田理事
⑵文部科学大臣表彰式
　７月 ２３ 日㈫　於：ホテルニューオタニ

「鶴　西の間」　八木原会長
⑶ＪＯＣ本部会
　７月 ２３ 日㈫ １６ 時～　於：ＪＯＣ会議室

１４ 階　合田常務理事
⑷第４回ＷＣＨ ２０１９ 実行委員会
　７月 ２３ 日㈫　於：エスフォルタアリー

ナ八王子　尾形専務理事、村岡理事
⑸東京 ２０２０ オリンピック・パラリンピッ

ク１年前セレモニー
　７月 ２４ 日㈬　於：東京国際フォーラム・

ることになった。
◦ 議案第３号　国体競技に関する規定につ

いて（再提出）
　資料に基づき提案があった。一部文言訂

正の上、出席者全員により異議なく承認
された。

◦ 議案第４号　ＦＦＭＥ覚書締結について
　資料に基づいて提案があった。出席者全

員により異議なく承認された。
◦ 議案第５号　後援、協賛等の依頼承認に

ついて
⑴植村直己顕彰事業「２０１９ 日本冒険フォー

ラム」に係る後援名義使用承認について
⑵第 １３ 回生駒山チャレンジ登山大阪の後

援依頼
⑶第 ２７ 回日本山岳耐久レース後援承認
　上記３件については、異議なく承認さ

れた。尚、これらの審議は常務理事会マ
ターとし、初回は審議するが、２度目以
降は報告事項にする。

２．報　告
◦ 報告１号　ＪＭＳＣＡと地方岳連の状況

についてー東海ブロックからの要望
　資料に基づいて東海ブロックからの要望

が報告された。
　ブロック大会については複数の理事から

経験談が披露された。ブロック大会は、
原則当該県体協の予算で行っているが、
地域により格差があることが認識され
た。ブロック大会と強化合宿の日程が重
なることについては、オリンピック前だ
から、という認識がなされたが、ＳＣに
ついてはＪＭＳＣＡと各岳連（協会）の
関係について整理する必要があるとの
意見があった。

◦ 報告２号　世界選手権及び世界ユース選
手権への派遣選手について

　資料に基づき、報告があった。
◦ 報告３号　世界選手権ウォール活用につ

いての回答（青森）について
　青森から引き受けたい旨の回答が報告さ

れた。
２．専門委員会報告
２−１  ＳＣ医科学委員会
　７月５日㈮　出席９名
ア）競技会医務担当割り当て
①ＩＦＳＣ世界選手権
　 （８月 １１ 日～ ２１ 日　八王子、東京）
②ＪＯＣジュニアオリンピック大会
 　（９月 １４ 日～ １６ 日）

令和元年度
第４回理事会報告

寄贈図書

雑
誌

（株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」No.８６７
（株）山と渓谷社 「山と渓谷」No.１０１３ 
宝島社 「東京五輪を観たい」
Club alpino italiano 「Montagne３６０」agosto２０１９
㈱シマノ 「Fishing Café」 autumn ２０１９ Vol.６３

会
　
報

明治大学山岳部炉辺会 炉辺通信 No.１９０
FEEC 「VERTEX」２８５
兵庫県山岳連盟 兵庫山岳 第 ６２６ 号
日本運動具新報社 スポーツ産業新報 第 ２２６１ 号、第 ２２６２ 号、第 ２２６３ 号
日本武術太極拳連盟 武術太極拳 No.３５９
埼玉県山岳・スポーツクライミング協会 埼玉岳連 ６５ 号
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」No.５３５
東京野歩路会 「山嶺」No.１０７４ 9 月号
愛知県山岳連盟 愛知岳連ニュース第 ４３４ 号
やまびこ山想会 やまびこ第 １８４ 号
日本山岳写真協会 日本山岳写真協会ニュース 8 月第 ４６５ 号
おいらく山岳会 「山行手帖」No.７１７

冊子 ダイオープリンティング 「ACTIS」8 月号
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八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人

一般財団法人 日本トレイルランニング協会

〒141-0031
品川区西五反田６-３-23-205

☎03-3492-0355　FAX 03-6451-3767
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　「眠れる獅子」と呼ばれる、ジャヌー（７，
７１０ ｍ）は、その独特の山容から怪峰とし
て古くから知られてきた。
　ジャヌーは、フランス人の執念の山だ。
１９５７ 年の偵察隊（Ｇ．マニョーヌ隊長）、５９
年の１次隊（Ｊ．フランコ隊長）に次いで
６２ 年、Ｌ．テレイの率いる第２次隊がヤマ
タリ氷河から隊員９名が初登頂した。
　１９８３ 年、ネパール政府は、ネパール・ヒ
マラヤの山名を改定した際、ジャヌーはク
ンバカルナと命名された。左のピークはカ
ンバチェン（７，９０３m）。
 （記　尾形好雄）

ホールＡ　丸副会長、尾形専務理事
⑹高頭祭
　７月 ２５ 日㈭　於：新潟・弥彦神社
　八木原会長
⑺福岡岳連　法人化説明会
　７月 ２６ 日㈮　於： ＪＭＳＣＡ会議室
　小野寺常務理事、山口理事、山根担当委

員（福岡）
⑻スポーツ国際展開基盤形成事業第１回情

報共有連絡会議
　７月 ３１ 日㈬　於： ＪＯＣ事務局 １３ 階
　小野寺常務理事、小日向理事
⑼追加競技ＮＦミーティング
　７月 ３１ 日㈬　於：ＪＯＣ会議室
　小日向、古林理事
⑽世界選手権スタッフ説明会
　７月 ３１ 日㈬　於：フォーラムエイト
　村岡理事

　ＩＦＳＣクライミング世界選手権八王子
大会を観戦に行った｡ コンバインド男子決
勝戦､ 結果は楢崎選手優勝､ 女子は前日野
口選手が準優勝、ともにオリンピック日本
代表に内定し安堵した｡ 観客には音響､ 照
明､ ＣＧ映像などによる、ショーアップ効
果があったように思うが、試合時間帯を含
め選手はどんな思いで戦っていたのであろ
うか。選手第一ならば功罪に一考の余地あ
りと考える。
 （広報担当　水島彰治）
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